
　
こ
う
し
た
中
、
中
央
地
域
の
南
部
地
区

で
は
、
新
た
な
住
民
自
治
組
織
の
設
立

に
向
け
た
準
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、

２
月
20
日
に
は「
南
部
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」と
し
て
設
立
代
議
員
会
が

開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
間
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
す
る
皆
さ
ま
に
対
し
、

改
め
て
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
を
牽
引

す
る
活
動
の
展
開
に
大
い
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
な
快
適
環
境
の

ま
ち
づ
く
り
」

自
然
・
生
活
環
境
に
対
す
る
取
組

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
や
就
業
構
造
の

変
化
に
よ
り
、
全
国
的
に
消
防
団
員
の

減
少
が
続
い
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も

同
様
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
団
員
の
確
保
策
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
消
防
団
員
の
年
額
報
酬

の
増
額
と
災
害
に
係
る
出
動
報
酬
を

創
設
し
、
処
遇
改
善
の
取
組
を
進
め
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
団
員
数
の
減
少
傾
向

を
止
め
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
消
防
団
活
動

の
う
ち
、
基
本
団
員
の
補
完
を
目
的

と
す
る
、
特
定
の
業
務
を
担
当
す
る

機
能
別
団
員
制
度
の
導
入
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
、
今
定
例
会
に
関
係
す
る

議
案
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
消
防
団
員
確
保
に
向
け
、

消
防
団
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

関
係
機
関
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
市
の
令
和
５
年
度
当
初
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る

将
来
都
市
像
を
具
体
化
す
る
た
め
の

施
策
展
開
を
念
頭
に
置
き
、「
上
田

再
構
築
プ
ラ
ンV

er.2.0

」を
踏
ま
え

設
定
し
た
６
つ
の
重
点
分
野
を
具
体
化

す
る
事
業
に
重
点
的
な
財
源
配
分
を

行
い
ま
し
た
。

　
特
徴
的
な
事
業
と
し
て
、国
の「
出
産
・

子
育
て
応
援
交
付
金
」に
加
え
、
市
独
自

の「
上
田
市
出
産
祝
金
」を
創
設
す
る
と

と
も
に
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の
対
象

拡
大
、
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
な
ど

子
育
て
世
代
の
支
援
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た
る

安
全
・
安
心
な
周
産
期
医
療
提
供
体
制
の

構
築
に
向
け
、
市
立
産
婦
人
科
病
院
の

医
療
機
能
を
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に

集
約
す
る
た
め
の
経
費
の
ほ
か
、
資
源

循
環
型
施
設
整
備
の
関
連
事
業
、
市
内

全
中
学
校
の
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修

事
業
、
上
田
城
跡
整
備
事
業
に
係
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

資
源
循
環
型
施
設
建
設
に
つ
い
て

　
安
全
・
安
心
な
施
設
を
目
指
す
こ
と
を

最
優
先
に
、
資
源
循
環
型
施
設
整
備

協
議
会
に
お
い
て
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と

協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
並
行
し
て
、
建
設
候
補
地
周
辺

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
も

本
格
的
な
協
議
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
と
し
て
素
案
を
作
成
し
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
し
尿
前
処
理
下
水
道
投
入
施
設
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
下
之
条
自
治
会
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
上
下
水
道
局
に
お
い
て

建
設
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
有
機
物
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

建
設
候
補
地
で
あ
る
丸
子
地
域
の
陣
場

地
区
周
辺
自
治
会
の
皆
さ
ま
へ
、
昨
年

12
月
に
施
設
の
概
要
や
地
域
振
興
策
、

今
後
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を

開
催
し
、
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
調
整
会
議
の
方
々
や
地
域

の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら

丁
寧
に
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

自
治
・
協
働
・
行
政
に

対
す
る
取
組

　
地
域
の
個
性
や
特
性
を
生
か
し
た

新
た
な
分
権
型
自
治
の
創
出
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
地
域
内
分
権
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
28
年
以
降
、
９
地
域

に
12
の
住
民
自
治
組
織
が
設
立
さ
れ
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
自
主
的
か
つ
主
体
的

な
取
組
に
よ
り
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

2016年の上田城千本桜まつりの様子

スマートグラスを着用し、
営農指導を受ける新規就農希望者

令
和
５
年
３
月
市
議
会
定
例
会
　
市
長
施
政
方
針（
要
旨
）

市
民
の
皆
さ
ま
と
真
摯
に
対
話
を
重
ね
、「
市
民
力
」と「
共
感
力
」を

生
か
し
て
、
上
田
市
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
積
極
果
敢
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
行
政
管
理
課

　
　
☎
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５
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2016年の上田城千本桜まつりの様子

「
誰
も
が
い
き
い
き
働
き
産
業
が

育
つ
ま
ち
づ
く
り
」

産
業
・
経
済
に
対
す
る
取
組

　
地
域
の
経
済
・
雇
用
を
支
え
る
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
に
対
す
る
支
援
の

実
行
計
画
で
あ
る「
上
田
市
商
工
業

振
興
プ
ラ
ン
」の
計
画
期
間
が
今
年
度
末

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降

の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
現
在
、

検
討
委
員
会
を
設
け
、
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
の
担
い
手
育
成
や
農
業

技
術
と
最
先
端
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

新
規
就
農
者
支
援
体
制
整
備
事
業

︵
Ｎ
Ｐ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︶と
併
せ
、

構
成
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
機
器

を
活
用
で
き
る
新
た
な
地
域
農
業
の

担
い
手
の
確
保
、
育
成
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
に
つ
き
ま
し
て
、令
和
５
年
度
は
、

20
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
上
田
城
千
本

桜
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
当
市
の
強
み
で

あ
り
ま
す
四
季
折
々
の
魅
力
あ
る
多
く
の

地
域
資
源
を
活
か
し
、
民
間
団
体
や

事
業
者
、
学
生
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の
ほ
か
、
北
陸
新
幹
線

沿
線
都
市
や
真
田
氏
に
ゆ
か
り
の
自
治
体
、

長
野
・
松
本
・
上
田
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

な
ど
の
広
域
的
な
連
携
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
誘
客
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

「
と
も
に
支
え
合
い
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

健
康
・
福
祉
に
対
す
る
取
組

　
市
で
は
、
内
閣
官
房
の「
少
子
化

対
策
地
域
評
価
ツ
ー
ル
」の
活
用
を

推
進
す
る
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
採
択
を

受
け
、
庁
内
関
係
課
で
組
織
す
る

「
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

に
よ
る
、
少
子
化
進
行
の
原
因
分
析
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
県
下
市
町
村
平
均
値

に
比
べ
、「
第
二
子
以
降
の
出
産
が

少
な
い
」傾
向
が
高
い
こ
と
や
、
子
育
て

世
代
な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

第
二
子
以
降
に
踏
み
込
め
な
い
理
由

と
し
て
、「
育
児
費
用
が
高
い
」と
い
う

回
答
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
す
べ
て
の

妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、

市
独
自
の
施
策
と
し
て「
上
田
市
出
産

祝
金
」を
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

開
始
し
ま
す
。

　
新
た
な
命
の
誕
生
に
対
す
る
お
祝
い
の

意
味
を
込
め
る
と
同
時
に
、
上
田
市
の

特
徴
で
あ
る
第
二
子
以
降
の
出
生
数
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
を
捉
え
、
第
一
子

か
ら
第
三
子
以
降
ま
で
、
段
階
的
に

金
額
を
加
算
す
る
も
の
と
し
、
子
育
て

世
代
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

施政方針はインターネットで
動画や全文をご覧いただけます。

３月市議会定例会初日に
提案した議案の概要
○条例案（13件）
　上田市福祉医療費給付金条例中一部改正について　ほか
○令和４年度補正予算（６件）
　一般会計２件、特別会計１件、企業会計３件
○令和５年度当初予算（11件）
　一般会計１件、特別会計６件、企業会計４件
○事件決議案（５件）
　上田市第二学校給食センター改築事業建築主体工事請負
変更契約の締結について　ほか

「
生
涯
を
通
じ
て
学
び

豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

教
育
に
対
す
る
取
組

　
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
共
同
で

策
定
し
た「
第
３
期
上
田
市
教
育
支
援

プ
ラ
ン
」が
、
５
か
年
の
計
画
期
間
の

中
間
年
を
迎
え
ま
す
。
児
童
生
徒
の

学
ぶ
意
欲
や
未
来
を
切
り
拓
く
力
の

養
成
な
ど
を
掲
げ
た
施
策
の
推
進
に

向
け
、
教
育
委
員
会
と
と
も
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
不
登
校
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
国
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
過
去

最
多
に
な
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
や
支
援
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
市
に
お
い
て
も
支
援
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
新
た
に
設
け
、

家
庭
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
民
間

施
設
な
ど
が
連
携
し
な
が
ら
、
多
様
な

教
育
の
機
会
、
居
場
所
を
提
供
し
、

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
文
化
を
育
み
︑
交
流
と
連
携
で

風
格
漂
う
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
対
す
る
取
組

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
上
田
市
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
」が
、
２
月
15
日
に
主
務

大
臣
と
な
る
文
部
科
学
大
臣
、
農
林

水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
今
後
、「
上
田
市
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
」や
日
本
遺
産
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
文
化
財
や
歴
史
的

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
重
点
的

か
つ
全
庁
的
に
進
め
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
重
点
区
域
に
お
け
る
上
田
城
跡

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
推
進
の

前
提
と
な
る「
史
跡
上
田
城
跡
保
存

活
用
計
画
」の
文
化
庁
認
定
を
い
た

だ
く
中
で
、
旧
市
民
会
館
の
解
体
や

武
者
溜だ
ま

り
整
備
が
着
実
に
実
施
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

櫓や
ぐ
ら

の
復
元
的
整
備
に
つ
い
て
は
、

そ
の
根
拠
と
な
る
古
写
真
や
絵
図
な
ど

の
資
料
収
集
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
令
和
５
年
度
に
は
懸
賞
金
制
度

を
設
け
て
、
広
く
情
報
提
供
を
呼
び

か
け
、取
組
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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